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単位：~り／ 1俵60kg 

区分 1等米 2 等米 3 等米 

1 類 18 ,905 18,585 

2 胃 ( 18,755 18.435 

3 類 18 ,505 18,185 17 ,185 

4 類 18 ,305 17.985 16 ,985 

5 類 17 , 905 17.585 16 . 585 

藤
）富
賞
馴
議疎
郵
ぎ
 
り
ん
、一
）
と
水

五
千
一
一
百
万
円

の
被
害
 

灘
収
穫
の
秋
 
目

前
」
 

穫
の
秋
 
目

前
に
 

収
穫
の
秋
を
目
前
に
し
た
一
一

百
十
日
の
九
月
一
日
．
台
風
十

三
号
が
青
森
県
を
暴
風
圏
に
包

み
な
が
ら
深
浦
沖
を
通
過
し
、
 

北
海
道
渡
島
半
島
を
横
断
。
県
 
 内

の
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

被
害
総
額
は
百
六
十
四
億
円
 

（
四
日
現在
）
。
こ
の
う
ち
農

林
関
係
は
百
四
十
六
億
円
と
な
 
 

婦
 

稲
の
明
暗
 

漏
 

多
 

リ
、
り
ん
ご
に
限
る
と
百
三
十

六
億
円
と
驚
異
的
な
金
額
に
昇

リ
、
史
上
空
前
の
災
害
と
な
リ

ま
し
た
。
 

金
木
町
で
も
午
前
中
か
ら
突

風
が
吹
き
荒
れ
午
後
二
時
か
ら

三
時
の
町
で
最
大
風
速
二
十
丘

メ
ー
ト
ル
（
金
木消
防
署
調
べ
）
 

を
記
録
し
、
り
ん
ご
畑
が
直
撃

さ
れ
ま
し
た
。
 

町
産
業
課
で
ま
と
め
た
六
日

ま
で
の
被
害
状
況
は
、
リ
ん
ご

の
被
害
申
が
十
六
％
で
五
千
万
 

水
稲
農
家
待
望
の
三
類
米
格

上
げ
が
、
七
月
二
＋
四
日
付
け

の
官
報
に
告
示
さ
れ
、
六
十
キ

ロ
ー
俵
当
り
二
百
円
の
増
収
が

決
ま
リ
ま
し
た
。
 

米
の
三
難
地
域
格
上
げ
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
生
産
者
大
会

や
陳
憎
の
た
び
に
申
し
入
れ
さ

れ
て
米
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

よ
う
や
く
決
ま
リ
水
稲
農
家
に

は
吉
報
と
な
リ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
決
定
に
よ
リ
、
 

自
主
流
通
米
に
お
け
る
政
府
買

入
価
格
の
補
償
（
伴
補
償
百円
）
 
 円

の
金
額
に
及
び
、
栽
培
農
家

は
春
先
き
か
ら
乎
塩
に
か
け
た

汗
の
結
品
を
た
っ
た
数
時
間
の

自
然
の
猛
威
に
な
す
す
べ
も
な

く
、
豊
作
を
目
の
前
に
し
て
か

な
リ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
 

が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
政
府

売
渡
米
は
実
質
三
百
円
の
増
収

に
つ
な
が
り
、
町
全
体
で
は
、
 

約
四
千
二
百
万
円
の
増
額
に
な

り
ま
す
。
 

し
か
し
、
今
後
三
類
地
城
米

と
し
て
は
、
販
売
環
境
が
よ
リ

厳
し
く
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ

り
、
今
ま
で
以
上
に
良
質
米
の

安
定
生
産
に
努
め
、
評
価
を
落

さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
最
し

爪
嬰
と
な
リ
ま
す
。
 

町
で
は
今
後
の
収
穫
に
向
け

て
①
適
期
刈
取
リ
②
適
正
な
机
 
 ま

し
た
．
 

落
ち
た
り
ん
ご
は
、
加
工
に

向
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
落

果
以
上
に
枝
折
れ
な
ど
樹
の
損

傷
が
気
が
か
り
で
今
後
の
り
ん

ご
栽
培
に
か
な
り
の
影
響
を
与

え
そ
う
で
す
。
 

ま
た
、
た
ば
こ
栽
培
で
は
、
 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
十

一
棟
が
全

壊
、
十
五
棟
が
ピ
ニ
ー
ル
な
ど

が
飛
ば
さ
れ
る
被
害
に
見
舞
わ

れ
、
ニ
百
三
十
万
円
の
損
害
に

及
び
ま
し
た
。
 

今
回
の
台
風
は
、
雨
散
が
少

な
く
登
熟
八
十
％
位
に
進
ん
だ

水
稲
に
は
、
幸
い
に
も
．
被
害

が
な
く
、
り
ん
ご
と
水
稲
の
明

暗
を
分
け
ま
し
た
。
 

ず
リ
調
整
③
過
乾
燥
に
よ
る
品

質
低
化
の
防
止
④
ゃ
み
米
防
止

⑤
適
正
な
品
種
構
成
。
を
呼
び

掛
け
て
い
く
方
針
で
す
。
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昭和60年 9 月号（第233 号） 

史上最高？ 

'1,；沿 Il"1ニ孟i'.! 

賑プ黛‘一ー 
、
 

太
宰
文
学
の
魅
力
は
 

今
年
も
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
「
太
宰
も
う
で
」
 

の
観
光
客
が
、
学
生
の
夏
休
み
と
も
あ
っ
て
町
内
至
る

と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
、
車
も
《
多
摩
、品
川
、札
】
な

ど
の
県
外
ナ
ン
バ
ー
が
目
立
ち
ま
し
た
。
 

観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
、
太
宰
が
目
当
て
で
、
生
家

斜
陽
館
や
歴
史
民
俗
資
料
館
、
太
宰
文
学
碑
な
ど
は
、
 

一
つ
の
太
宰
コ
ー
ス
と
し
て
定
着
し
、
年
間
三
万
人
か

ら
四
万
人
が
来
町
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

女
子
学
生
が
圧
倒
的
 

宰
を
弱

い
人
間
と
か
暗
い
と
い

う
人
は
、
大
嫌

い
い
ー
】
東
京

の
女
子
大
生
。
 
「前
か
ら

一
度

米
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
実
現

で
き
て
感
激
。
太
宰
の
育
っ
た

町
、
皆
さ
ん
親
切
だ
し
ぜ
ひ
も

う

一
度
ゆ
っ
く
り
時
間
を
と
っ

て
き
た
い
い
ー
 
横
浜

の
女
子

高
生
。
 

来
町
の
目
的
は
や
は
り
太
宰

治
で
、
彼
の
生
ま
れ
育
く
ん
だ

風
土
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
っ
と
、
も
っ
と
太
宰
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
来
町
 
 

す
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
 

中
人
間
失
格
》
、
 “津
軽
・
 

．斜
陽
4
、
 
ケ
晩
年
》
、
 
ク苦

悩
の
年
鑑
一
、
“
グ

ッ
ド
パ
イ
中

な
ど
著
書
も
数
知
れ
ま
せ
ん
が

太
宰
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
ど

れ
も
読
み
逃
が
す
こ
と
が
で
き

な
い
名
作
。
昭
和
二
十
三
年
六

月
十
九
日
、
玉
川
上
水
で
入
水

自
殺
す
る
ま
で
の
三
十
九
年
間

を
前
期
の
苦
難
時
代
、
中
期
の

開
花
時
代
、
後
期
の
危
機
時
代

と
に
大
別
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
 

多
く
の
太
宰
文
学
研
究
家
を

生
 
 

み
出
し
て
い
る

こ
と
で
も
、
文

豪
の
名
に
恥
じ

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
 
“
人

間
失
格
中
や
，
 

斜
陽
”
な
ど
は
、
 

翻
訳
さ
れ
海
外

で
も
絶
賛
を
浴

び
て
い
ま
す
が
、
 

今
年
一
月
に
は
、
 

弘
大
の
外
国
人

教
師
ウ
ェ

ス
タ

ホ
ー
ベ
ン
さ
ん
 

観
光
客
が
最
初
に
立
寄
る
場
 
】

」
とく
大
型
バ
ス
が
横
付
け
さ

所
は
、
生
家
斜
陽
館
で
連
日
の
 
れ

一
度
に
三
百
人
が
休
憩
を
兼
 

ね
見
学
す
る
日
も
め
ず
ら
し
く

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
 

斜
陽
館
内
喫
茶
室
に
備
え
付

け
の
雑
記
帳
を
の
ぞ
い
て
見
る

と
、
 
「
つ
い
に
来
た
」
、
 
「
ま

た
来
ょ
・ご
、
 

「
ょ
か
っ
た
」
 

「
今
度
は
友
達
を
連
れ
て
」
な

ど
と
斜
陽
館
や
来
町
の
魅
力
を

大
半
が
結
論
だ
け
書
き
し
る
し

て
い
ま
す
。
 

中
に
は
、
自
分
の
悩
み
や
旅

行
の
経
緯
な
ど
書

い
て
い
る
人

も
あ
り
ま
し
た
が
、
九
割
方
が

県
外
。
関
東
、
関
西
、
四
国
な

ど
の
女
子
学
生
が
圧
倒
的
に
多

く
「
あ
こ
が
れ
の
太
宰
の
町
に

来
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
太
 

が
、
六
年
が
か
り
の
苦
労
の
末
、
 

“津
経
一
を
英
訳
。
ア
メ
リ
カ

で
静
か
な
プ

ー
ム
を
呼
び
、
「
人

間
性
が
あ
ふ
れ
、
感
傷
的
な
表

現
が
素
晴
ら
し

い
い
と
高
く
評
 

圧
倒
的
に
女
子
学
生
が
多

い

の
で
す
が
、
そ
れ
は
別
に
し
て

太
宰
の
魅
力
は
何
ん
だ
ろ
う
。
 

「何
ん
と
な
く
引
か
れ
た
。
生

き
方
が
自
分
と
似
て
い
る
。
男

女
の
生
き
方
の
違
い
が
ま
ざ
ま

ざ
と
感
じ
と
れ
、
同
感
す
る
。」
 

な
ど
が
県
内
外
の
太
宰
フ
ァ

ン

の
答
え
で
し
た
。
 

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
生

き
方
で
、
そ
れ
が
似
て
い
る
人
、
 
 価

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

作
家
太
宰
治
は
、
今
や
国
際

的
文
豪
と
な
り
、
観
光
客
が
国

際
化
す
る
時
代
も
近
い
将
来
訪

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

興
味
を
引
か
れ
た
人
、
す
ご
く

感
動
し
た
人
な
ど
様
々
。
お
そ

ら
く
は
、
普
段
多
忙
に
追
わ
れ

て
い
る
毎
日
の
生
活
で
、

ふ
と

自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
み
つ

め
、
感
傷
的
な
気
分
に
浸
っ
た

時
、
太
宰
文
学
の
何
ん
と
も
言

い
が
た
い
、
せ
つ
な
い
人
生
観

の
存
在
に
共
鳴
し
引
き
込
ま
れ

た
観
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
 

以
下
文
芸
評
論
家
奥
野
健
男
氏
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太
宰
と
観
光
 

シーズン中は 

「太
宰
文
学
の
魅
力
」
か
ら
。
 

「現
代
文
学
と
異
質
な
太
宰
文

学
の
特
質
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
彼
の
文
学
は
直
接

読
者
に
語
り
か
け
る
文
学
で
あ

る
と
い
う
点
に
あ
る
（
略
）
言

い
難
い
心
の
秘
め
ご
と
を
、
含

差
に
も
だ
え
な
が
ら
告
白
し
、
 

作
品
に
定
着
さ
せ
る
。
そ
こ
に

は
、
祈
り
に
似
た
も
の
さ
え
漂

う
。
読
者
は
ま
る
で
自
分
の
心

の
秘
密
を
指
摘
さ
れ
代
弁
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
感
動
と
親
近
感

を
お
ぽ
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
 

こ
れ
が
太
宰
文
学
の
他
の
文
学

に
は
求
め
得
ら
れ
な
い
魅
力
な

の
だ
己
 

太
宰
没
後
三
十
七
年
。
妥
協

を
拒
否
し
続
け
て
来
た
彼
の
人

生
観
は
太
宰
文
学
と
し
て
今
も

尚
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
 

今
年
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
、
七
月
、
八
月
の
シ
ー
ズ
ン

中
三
、
九
二
〇
人
と
い
う
開
館

以
来
最
高
の
入
館
者
を

マ
ー
ク

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
同
シ
ー
ズ
ン

よ
り
約
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
多

く
、
今
ま
で
最
高
の
昭
和
五
十

七
年
の
三
、
 一
九
六
人
を
は
る

か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
要
因
と
し
て
、
野
呂
郁

二
資
料
館
長
と
伊
藤
徳
衛
町
商
 

観
光
立
町
を
目
指
す
“
金
木

町
4

に
と
っ
て
太
宰
治
は
、
明

治
の
棟
梁
堀
江
佐
吉
の
作
と
さ

れ
文
化
遺
産
と
し
て
も
貴
重
な

建
造
物
で
あ
る
斜
陽
館
と
共
に

観
光
の
目
玉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

歴
史
民
俗
資
料
館
、
文
学
碑
、
 

対
岸
に
か
か
る
吊
り
矯
、
川
倉

奏
の
河
原
、
奴
踊
り
と
さ
な
ぶ

り
荒
馬
、
さ
ら
に
付
け
加
え
る

な
ら
ば
ひ
ば
の
神
木
“
十
ニ
本

ヤ
ス
4
鹿
の
子
石
と
観
光
資
源

に
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

観
光
開
発
は
．
町
発
展
の
重
 
 

工
観
光
課
長
は
、
口
を
揃
え
て
 

「太
宰
文
学
の
根
強
い
人
気
も

あ
る
が
、
東
北
ま
る
ご
と
自
然

そ
ャ
ン
ベ
ー
ン
や
マ
ス
コ
ミ
に

よ
る
宣
伝
、
そ
れ
に
何
ん
と
雷

っ
て
も
吉
幾
三
プ
ー
ム
が

一
層

の
拍
車
を
か
け
、
 
，金
木
町
一

に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
イ
メ
 

ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
の
で
は
い

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

観
光
客
と
し
て
の
来
町
者
数
は
、
 

史
上
最
高
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

要
な
課
題
と
し

て
数
年
前
か
ら

言
わ
れ
続
け
て
来
ま
し
た
。
こ

の
た
め
今
年
、
商
工
観
光
課
を

新
設
。
観
光
立
町
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
観
光
客
を
い
か

に
 

呼
び
込
み
、
増

や
す
か
が
重
要

な
目
的
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ

リ
あ
り
ま
せ
ん
。
 

効
果
的
な
P
 

R

と
そ
ャ
ン
ペ
 

ー
ン
は
、
金
木

町
に
限
ら
ず
似

か
寄
っ
た
観
光
 
 

を
誇
示
す
べ
き
だ
と
考
え
る
人

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
 

赤
レ
ン
ガ
と
調
和
し
落
ち
着

い
た
勇
姿
を
誇
る
太
宰
の
生
家

斜
陽
館
と
内
部
に
こ
び
り
着

い

た
太
宰
の
“
に
お
い
4
が
訪
れ
る

フ
ァ
ン
を
満
足
さ
せ
、
資
料
館

の
手
紙
や
原
稿
な
ど

の
遺
品
に

そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
そ
し
て
湖

畔
に
立
つ
太
宰
碑
を
見
学
し
て

過
去
の
人
と
な
る
べ
き
を
思
い

起
こ
さ
せ
、
太
宰
の
心
だ
け
が

現
代
に
尚
生
き
続
け
て
い
る
現

実
を
太
宰

フ
ァ
ン
は
観
光
だ
け

で
な
い
何
か
を
わ
が
太
宰
の
町

に
寄
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
 

ー
シ
ー
ズ
ン
中
の
観
光
客
は
史
上
量
局
っ
 

地
の
町
村
で
は
ど
こ
で
も
実
施

し
て
い
る
こ
と
で
、
金
木
町
だ

け
と
自
負
す
る
訳

に
は
い
き
ま

せ
ん
。
 

そ
こ
に
は
、
，
個
性
の
強
調
4
 

と
い
う
事
が
重
要
視
さ
れ
、
観

光
客
に
と
っ
て
他
に
な
い
も
の
 



大
地
に
花
咲
く
一
票
 

よ
し
 
い
く
ぞ

ー
 

内
》
 

南中 1 年 
中村仁美 

票
か
」
 

噴ど》 
南中1年 
白川 利佳子 

いてください 
選挙推進協議会
管理委 員 会 

金 木 だ よ り (4) 昭和60年 9 月号（第233号） 
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町
の
会
計
事
務
を
一
手
に
 
出
納
室
 

町
づ
く
り
に
は
 

真
心
こ
も
っ

た
 

出
納
室
は
、
町
の
収
入
及
び

支
出
に
係
る
、
現
金
と
物
品
の

出
納
保
管
及
び
財
産
の
記
録
管

理
等
の
会
計
事
務
を
行
な
い
ま

す
。
 

町
の
行
政
運
営
上
必
要
な
歳

入
は
、
国
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

国
県
支
出
金
、
地
方
交
付
税
及

び
町
税
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
資
金
は
、・
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
、
 一
件
ご
と

に
根
拠
を
示
し
公
簿
に
記
録
さ

れ
、
町
公
金
取
扱
銀
行
で
安
全

に
保
管
さ
れ
ま
す
。
 こ
の
歳
入

確
保
に
つ
い
て
は
、
収
納
事
務

の
一
部
を
、
町
公
金
取
扱
金
融

機
関
に
委
任
は
し
て
い
ま
す
が

出
納
室
窓
ロ
は
、
町
税
の
ほ
か

入
札
、
契
約
の
各
保
証
金
、
手

数
料
、
使
用
料
等
収
納
事
務
全

般
に
つ
い
て
取
扱
い
ま
す
。
 

ま
た
歳
入
と
並
行
し
執
行
し

て
い
る
必
要
経
費
の
支
払
は
、
 

毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
二
時
三
十
分
ま
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。
支
払
の
方
法
は
、
現

金
払
い
に
代
え
、
青
森
銀
行
金
 
 木

支
店
払
と
す
る
小
切
手
を
振

出
し
て
い
ま
す
。
 

財
産
物
品
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
六
月
と
十
二
月
の
年
二
回

町
役
場
前
掲
示
場
等
町
内
三
ケ

所
に
掲
示
公
表
し
て
い
ま
す
。
 

一
年
間
の
歳
入
、
歳
出
予
算

の
実
績
を
示
す
た
め
出
納
室
で

は
決
算
書
も
作
成
し
ま
す
。
 

管
理
職
の
 

プ
ロ
フ
ィー
ル
 

出
納
室
長
 
角
田
 
偲
励

昭
和
3
年
4
月
1
4日
生
ま
れ

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
朝
起
き

が
つ
ら
い
。
で
も
遅
刻
は
恥
と

し
て
職
務
に
精
励
し
て
い
ま
す
。
 

私
の
一
言
 

支
払
の
建
前
 

金
木
町
の
水
道
事
業
は
、
昭

和
四
十
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
で
十
三
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
 

公
営
企
業
と
し
て
の
水
道
事

業
は
、
独
立
採
算
制
を
建
前
に

企
業
会
計
が
採
用
さ
れ
、
複
式

簿
記
で
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 は

、
小
切
手
制
度
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
次
の
場
合
の
み

出
納
室
窓
口
で
現
金
で
支
払
し

ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

1
、
助
産
費
（
国保
加
入
者
）
 

2
、
葬
祭
費
（
国保
加
入
者
）
 

3
、
町
税
還
付
金
 

4
、
入
札
契
約
各
保
証
金
の

償
還
金
 

5
、
生
活
保
護
費
 

水
道
課
は
役
場
庁
舎
に
隣
接

す
る
水
道
管
理
事
務
所
内
に
置

か
れ
、
現
在
五
人
の
職
貝
が
従

事
し
て
い
ま
す
。
係
は
経
理
を

は
じ
め
と
す
る
総
務
係
。
水
道

工
事
や
維
持
管
理
を
目
的
と
し

た
業
務
係
に
大
別
さ
れ
、
昼
夜

豊
富
低
廉
、
安
定
供
給
を
目
的
 
 

J
Uら
・っ
な
ョ
 

大
事
に
し
て
ネ
 

選
挙
権
 

あ
なた
です
 

投
票
する
のも
 

決
め
る
の
も
 

、
《
 
子
 

，
轟
 

」【
 
中

‘
甘、
 

Aー
 

南
市
 

そ
の

一
票
 

明
る
い
政
治
に
 

明
る
い
未
来
 

あ
な
た
の
一
票
が
 

町
の
未
来
を
 

築
き
ま
す
 。

り
 

南中 1年 
原 田裕文 

こ
の
人
を
 

あ
な
た
が
選
ぶ
 

よ
い
政
治
 

ー

ー
 

来
 

【
」

J
，
 

未
 

，
一
二

」
 
碑

田
 

一
，

!
 
d

，
 石
眠
 

正
し

い
選
挙
で
 

明
る
い
政
治
 

。

）
 

決
ま
り
ま
す
 

あ
な
た
の
心
の
 

一
票
で
 

・

角
 

独
立
採
算
の
公
営
企
業
 
水
道
課
 

‘ー  、 

南中1年 
神 加奈子 

南中 1 年 
沢田 貴弘 

《、→  ’ 
南中 2年 
藤本美紀子 

そ
の
一
．票
 

心
の
こ
も
っ

た
 

町
づ
く
リ
 



' i 

南中 2 年 

木下祐樹 

南中 3年 

中野拓次 

。
 

、
 

(
 

太
宰

の
町
 

き
れ
い

に
す
る

の
は
 

あ
な
た
で
す
 

ー
 

子
 

【

H
‘
 
一
示

！

・
 
一
、
 
か
山
 

!

，
 
刊
松
 

太
宰
の
町
 

正
し

い
選
挙
で
 内

》
 

”
ブ

I
'
l
l
 

ぐ
一
’
 

'
i
 

未
来

の
金
木
 

あ
な
た
次
第
で
 

与
」
ま
リ
ま
す
 

町
づ
く
り
は
 

き
れ

い
な
 

あ
な
た
の
心
か
ら
 

子
 

加
 

年
美
 

昭
藤

削
斎
 

票
が
 

よ
い
町
づ

く
リ
の
 

第

一
歩
 

よ
き
選
良
を
 

あ
な
た
の
暮
し

に
 

明
リ
が
と
も
る
 

投
票
日
 

自
分
で

き
め
る
 

町
選
び
 

t『 、＝七 ノ1、 」ゴ ， 日目 

1ム J王 Vノ戸1乞周】 

金木町明るい
金木町選挙 挙

 

南中 2 年 

大橋史代 

南中 3 年 

阿部昌彦 

南中 3 年 

原田英光 

。
 

い
い
人
を
 

選
び
お
え
て
 

金
木
町
こ

こ
に
あ
リ
 

南中 3年 

木下 清 

さ
あ

一
票
 

町
の
未
来
に
 

願

い
を
こ
め
て
 恒

 

倉
鼎
”
 

永久選挙人名簿
登録者数 

(9月 1日現在） 
男 4,899人
女 5,534人
計 10,433人 

10月 1 日あなたも君も国勢調査 

0国勢調査 

△
 ◇

 

1
0月
1
日
、国
勢
調
査
。
 

一
 

一
 

水道管理事務所 

軒
 

な
く
、
す
で
に
十
年
間
の
耐
用

年
数
を
経
過
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
 

ま
た
、
水
道
料
金
計
算
の
電

算
化
委
託
に
加
え
ロ
座
振
替
制

の
徴
収
は
、
効
率
の
よ
い
事
業

運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

取
水
、
浄
水
、
送
水
、
配
水

の
各
施
設
と
も
に
年
月
の
経
過

と
共
に
老
朽
化
し
、
今
後
の
取
 

昭
和
6
年
5
月
釘
日
生
ま
れ

山
歩
き
は
三
度
の
飯
よ
り
ー
。
 

私
の
一
言
 
水
道

は
生
活

用
水
確
保
の
た
め
唯
一
の
手
段

と
な
っ
て
い
ま
す
。
風
呂
、
洗

淑
機
、
湯
沸
か
し
器
、
そ
の
他

な
ど
が
日
常
生
活
で
広
く
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
事
故

の
な
い
お
い
し
い
水
の
供
給
に

頑
張
リ
ま
す
。
料
金
が
高
い
レ
ー
 

よ
く
云
わ
れ
ま
す
が
、
十
ト
ン

で
千
五
百
円
、
中
里
町
千
八
百

円
と
な
っ
て
お
リ
、
町
で
は
こ

の
供
給
に
三
千
円
の
経
費
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
 

(5）金木 だ よ り（第233号） 	 R子l和6O年 9 月号 

に
職
務
に
精
励
し
て
い
ま
す
。
 

り
換
え
を
含
む
修
繕
費
の
捻
出

創
設
当
時
，
事
業
体
に
と
っ
 

が
悩
み
の
種
と
な
リ
ま
し
た
。
 

て
画
期
的
と
言
わ
れ
た
還
隔
制
 
管
理

職
の
 

御
装
置
も
今
や
半
導
体
の
開
発
 

プ

ロ
フ
イ
ー

ル

に
伴
い
現
在
で
は
そ
れ
程
で
も
 
水
道

課
長
 
木
村
好
勝
？
 



謝辞を述べる新成人代表の今さん 

日爵fl6O年度金木町成人を祝う会 

知
 

o
 

高
橋
 
明
子
さ
ん

調
理
師
試
験
合
格
に
向
け
て

東
京
で
猛
勉
強
中
で
す
。
来
年
 

の
六
月
に
あ
る
の
で
す
が
免
許

を
と
っ
た
ら
金
木
に
戻
っ
て
お

嫁
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
 

少
し
ず
つ
ま
じ
め
に
自
分
の

目
標
を
築
い
て
行
き
た
い
で
す
。
 

た
だ
、
せ
っ
か
く
高
校
を
出

て
も
地
元
に
働
く
場
所
が
な
く

て
残
念
に
思
い
ま
す
。
 

や
っ
ば
り
故
郷
が

一
番
ク【
 。

 

山
中
 

一
彦
さ
ん

成
人
に
な
っ
た
実
感
は
無
い

け
れ
ど
も
高
校
生
を
見
る
と
年
 

老
い
た
感
じ
が
し
ま
す
。
 

選
挙
権
を
得
た
こ
と
に
な
る

訳
で
す
が
、
や
は
り
】
生
懸
命

郷
土
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
る

人
を
見
極
め
て
投
票
し
ま
す
。
 

両
親
は
共
に
出
稼
ぎ
で
家
に

は
誰
も
い
ま
せ
ん
が
、
で
き
れ

ば
私
も
こ
こ
で
働
き
た
い
。
 

金
木
が

一
番
い
い
で
す
。
 

金木 だ よ り（6) 昭和60年 9 月号（第233号） 

o
 

を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
 

た
だ

】
つ
の
区
切
り
と
し
て
新

た
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
東
京
の
金
融
機
関

に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
故
郷
に

来
る
と
の
ん
び
り
落
ち
着
き
ま
 

す
。
 

農
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
わ
さ

ず
ク
ふ
る
さ
と
づ
く
り
ク
を
。
 

伊
藤
美
穂
子
さ
ん

成
人
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
特
別
な
考
え
方
と
か
生
き
方
 

中

谷
 

勝
さ
ん

も
う
親
の
ス
ネ
カ
ジ
リ
も
終

っ
て
自
立
し
て
い
ま
す
。
 

成
人
を
迎
え
て

一
層
責
任
感

を
感
じ
、
以
前
に
も
増
し
て
ま

じ
め
に
生
き
た
い
で
す
。
 

青
森
市
に
勤
め
、
時
々
遊
び

に
来
ま
す
が
、
芦
野
公
園
が
き

れ
い
に
な
っ
て
び
っ
く
リ
し
ま

し
た
。
町
並
み
や
建
物
も
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
目
立
ち
変
っ
て
米

た
な
あ
ー
。
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

地
元
で
事
務
職
を
し
て
い
ま

す
が
、
町
に
就
職
先
が
少
な
く

て
非
常
に
残
念
で
す
。
 

町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
町

自
体
が
活
発
的
に
何
ん
で
も
や

っ
て
見
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

伊
藤
都
志
子
さ
ん
 
財
政
的
な
こ
と
も
上
げ
ら
れ
ま

自
分
な
り
に
責
任
感
と
い
う
 
す
が
…
、
親
し
み
や
す
い
町
づ

も
の
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
 

く
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
 

1 町と教育委員会が主催する 「金木町成人を祝う会」 

を が、 8月 1 5 日、中央公民館で開催され、 143人が 
5 大人の仲間入りをし、古川町長らの祝福を受けました。 

、
く
ノ、
ノ、
ノ、
ノ、
 

今
年
の
成
人
対
象
者
は
、
昭

和
四
十
年
生
ま
れ
の
男
六
十
六

人
、
女
七
十
七
人
の
百
四
十
三

人
で
、
会
場
に
は
、
お
盆
で
帰

省
し
た
新
成
人
も
含
め
百
三
十
 
 

七
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

“
祝
う
会
一
は
、
古
川
竹
夫

町
長
が
 
「国
家
を
担
う
成
人
と

し
て
法
律
的
に
も
認
め
ら
れ
、
 

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
い
 
 

と
新
成
人
に
向
け
て
あ
い
さ
つ
。
 

野
（
呂議
長
や
工
藤
連
合
青
年
団

長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
古
川
町
長
か
ら

成
人
代
表
の
桑
田
昭
仁
さ
ん
に

記
念
品
を
贈
呈
し
、
今
俊
人
さ

ん
が
「
国
家
社
会
の

一
員
と
し

て
郷
土
を
愛
し
、
町
発
展
の
た

め
尽
力
し
ま
す
い
と
決
意
も
新

た
に
謝
辞
を
述
ぺ
ま
し
た
。
 

真
夏
日
と
な
っ

た
こ
の
日
、
 

会
場
は
若
人
の
熱
気
も
乎
伝
っ

て
む
し
風
呂
の
よ
う
な
暑
さ
。
 

氷
が
要
所
に
配
置
さ
れ
る
な
ど

主
催
者
も
苦
心
し
て
い
ま
し
た
。
 

昨
年
ま
で
は
記
念
講
演
を
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
 

映
画
鑑
賞
。
お
盆
の
帰
省
に
訪

れ
た
旧
友
と
共
に
な
ご
や
か
に

新
し

い
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
 

一
月
に
行
わ
れ
る
成
人
式
と

違
い
、
夏
の
成
人
を
祝
う
会
に
 
 

は
軽
装
で
参
加
で
き
、
し
か
も
 

う
会
は
今
回
で
十

一
回
目
を
数
 

帰
省
客
も
多

い
こ
と
か
ら
出
席
 
え

ま
し
た
。
 

率
も
上
々
と
な
リ
、
夏
場
の
祝
 



「今日がー番」と一日のあいさつ

変わりにされた連日の真夏日。炎天

下の中、今年も夏祭りを始め、子供

たちのオIJ工ンテーIJング大会など

色マな行事が催されました。 

昭和60年 9 月号 

納涼祭り 
魯籍搬敏．：く敏．く魂：、 	離豆ミミ． 

行く夏を惜しんで 

(7）金木だ よ り（第233号） 

田
中
 
多
作
さ
ん

（
別
歳
）
 

明
治
3
4年
9
月
1
0日
生

住
所
 
金
木
町
山
道
町

〇
こ
の
十
日
で
八
十
四
畿
の
誕

生
日
を
迎
え
た
田
中
さ
ん
。
見

た
目
は
年
よ
リ
十
歳
程
若
く
感

じ
ら
れ
．
お
何
い
し
た
時
．
ア

ズ
キ
の
皮
を
は
い
で
い
ま
し
た
。
 

◇

ハ
ハ
ァ
イ
イ
ど
こ
ろ
見
ら
れ

だ
ナ
ァ
ー
。
黙
っ
て
家
の
中
に

居
る
の
嫌
い
デ
．
何
ガ
か
に
ガ

し
て
ネ
バ
落
ち
着
か
な
く
て
ー
。
 

普
か
ら
働
く
の
が
楽
し
み
で

朝
早
ぐ
起
き
る
。
田
二
町
歩
近

く
作
っ
て
若
い
者
に
叱
ら
れ
る

パ
ッ
テ
見
デ
居
ら
れ
な
く
て
手

伝
っ
て
し
ま
う
ジ
ャ
。

マ
ミ
シ

グ
働
い
で
い
る
の
が
一
番
イ
イ

ン
ダ
ー
。
 

若
い
時
、
ケ
ヤ
グ
の
話
聞
い

で
．
樺
太
サ
行
っ
て
見
た
く
て

行
っ
て
見
た
く
て
冬
に
三
カ
月

位
カ
ヘ
グ
に
連
れ
て
行
っ
て
し

ら
っ
た
。
シ
タ
キ
ャ
、
ン
ニ
ヤ

ン
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ホ
ー
、
木
の
太

テ
こ
と
太
テ
こ
と
何
人
し
抱
ガ

サ
ル
ン
タ
木
バ
レ
、
ツ
ト
バ
レ

有
る
。
営
林
署
に
も
居
た
こ
と
 

有
る
バ
ッ
テ
，
ア
ソ
タ
木
ダ
バ

ネ
。
金
木
か
ら
何
人
し
出
稼
ぎ

に
行
っ
た
も
ん
だ
。
 

昭
和
五
十
五
年
に
芦
野
公
園

サ
吊
リ
僑
で
き
た
時
、
親
子
三

代
三
夫
婦
で
渡
リ
初
め
し
た
ン

ダ
．
そ
の
次
の
年
連
れ
に
先
立

た
れ
デ
シ
ゲ
ネ
グ
ナ
ッ
タ
ォ
ン
。
 

食
う
物
？
ホ
ー
，
身
欠
き
ニ
 

・

ン
ン
味
噌
付
け
デ
、
テ
ッ
べ
食

ネ
イ
ヂ
ァ
ー
。
何
ん
で
し
い
い
。
 

〇
 
山

と
田
ん
ぽ
で
生
活
し
 

て
来
た
と
言
う
田
中
さ
ん
は
、
 

大
の
自
転
車
好
き
で
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
毎
週
火
曜
日
山
掛
け
る

時
は
．
雨
に
も
負
け
ず
、
風
に

も
負
け
ず
、
冬
の
吹
雪
に
も
負

け
ず
い
つ
も
愛
川
し
て
い
る
。
 

時
々
訳
け
の
わ
か
ら
な
い
セ
 

ー
ル
ス
マ
ン
の
来
訪
に
耳
が
遠

く
な
リ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
し
あ

き
ら
め
て
帰
る
と
い
う
便
利
な

耳
の
持
ち
主
で
、
至
っ
て
逮
者

な
田
中
さ
ん
。
冬
用
の
耕
も
手

鋸
で
小
切
リ
に
し
割
っ
て
家
の

回
り
に
き
ち
ん
と
俵
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
 

町
立
第
三
保
育
所
で
は
、
恒

例
の
“
納
涼
祭
リ
》
が
、
八
月

一
日
の
タ
方
か
ら
夜
に
か
け
て

行
わ
れ
、
親
子
が

一
緒
に
な
っ

て
夏
の

一
夜
を
納
涼
し
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
に
良
き
思
い
出
を
 

ー
。
と
同
冊
の
会

（
秋
元
良
f
 

会
長
）
と
共
催
で
行
わ
れ
た
今

年
の
納
涼
祭
リ
に
は
、
園
児
を

始
め
近
所

の
子
供
な
ど
約
三
百

人
の
親
と
f
が
集
リ
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
ら
が
お
で
ん
作
リ

の
最
中
、
子
供
た
ち
は
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
ま
ん
が
映
画
の
鑑
賞
。
 

お
菓
子
や
花
火
な
ど
を
特
別
引
 
 

換
券
で
買
う
母
の
会
の
に
わ
か

夜
店
が
出
揃
う
と
前
庭
に
出
て

大
は
し
ゃ
ぎ
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

前
庭
に
は
，
園
児
特
製
の
ボ

ン
ボ
リ
や
金
魚
ね
ぶ
た
が
ズ
ラ

リ
と
飾
ら
れ
、
今
度
は
一
斉
に

花
火
大
会
。
七
色
の
火
花
に
目

を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
 

最
後
は
親
f
盆
踊
リ
大
会
。
 

う
ち
わ
を
片
手
に
日
頃
練
習
し

た
踊
リ
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

浴
衣
姿
が
良
く
合
う
夏
の
夜

は
．
こ
こ
で
も
似
合

い
、
行
く

夏
を
九
時
近
く
ま
で
槻
r
で
満

喫
し
ま
し
た
。
 

お母さんとー緒に盆踊り 
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原
田
 
幹
大
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昇

）
中
柏
木

角
田
 
期
平
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政
朝
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金
 
木
 

八
月
届
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お
し

あ
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せ
に
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“
 
昨
年
の
東
北
学
童
相
撲
大
会
で
東
北
を
 
帥
 

m
 
制
覇
し
た
嘉
瀬
小
学
校
（
神
成
忠
尚
校
長
 
”
 

m
 
ー
児
童
二
六
ニ
人
）
相
撲
部
は
、
今
年
も
 
帥
 

伽
 

旧
 

“
 大
健
闘
し
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。
 

m
 

大
健
闘
し
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。
 

m
 

はじめまして 
夏希ちゃん 

7 月26日生まれ
体重 3,600グラム

嘉 瀬 

内海久登さんの長女 

・

ー
今
月
の
星

座
‘
ー
 

十
月
下
句
、
午
後
九

時
ご
ろ
頭
の
真
上
に

見
え
ま
す
。
 

準優勝した嘉瀬小の面々 
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久
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茂

武
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孝
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英
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明
文

一
孝
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嘉
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喜
良
市

川
 
倉

金
 
木

中
柏
木

嘉
 
瀬

喜
良
市

金
 
木
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欝
潮
潮

繍
欝
、
 

第
四
回
東
北
学
童
相
撲
大
会

は
、
八
月
ニ
十
日
、
仙
台
市
宮

城
野
総
合
運
動
公
園
で
東
北
各

県
の
代
表
校
二
十
五
チ
ー
ム
が

参
加
。
昨
年
優
勝
の
嘉
瀬
小
は
、
 

弘
前
市
の
高
杉
小
と
共
に
優
勝

候
補
の
筆
頭

に
上
げ
ら
れ
、
注
 

予
選
リ
ー
グ
は
四
校
で
行
わ

れ
、
岩
手
、
山
形
の
代
表
を
相

手
に
い
ず
れ
も

5
1
0
の
ス
ト

レ
ー
ト
で
快
勝
し
、
昨
年
の
貫

禄
を
示
し
ま
し
た
。
 

決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
順

調
に
勝
ち
進
み
決
勝
で
は
、
弘
 

と
は
反
対
に
0
 

1
5
で
完
敗
。
 

監
督
の
山
本
麿

先
生
は
「
あ
ま

リ
に
も
マ
ー
ク

さ
れ
、
研
究
し

尽
く
さ
れ
た
。
 

来
年
は
優
勝
旗

を
取
り
戻
し
た

い
い
と
敗
因
と

同
時
に
決
意
を

述
べ
て
い
ま
し

た
。
 

嘉
瀬
小
相
撲

部
は
、
昨
年
の

優
勝
以
来
、
冬
 

」
 

'
！
 
「
コ
喝
 

鳥

m、（
 

休
み
や
夏
休
み
を
返
上
し
て
猛

櫓
古
に
打
ち
込
み
東
北
大
会
一
一

連
覇
を
目
標
に
気
を
引
き
締
め

て
が
ん
ば
っ
て
来
ま
し
た
が
、
 

コ
ー
チ
の
原
田
清
治
さ
ん
と
沢

田
修
治
さ
ん
は
「
残
念
で
す
。
 

敗
因
は
、
先
鋒
か
ら
大
将
ま
で

の
対
戦
組
合
せ
が
ま
ず
か
っ
た

の
で
は
？
・
五年
生
が
三
人
居
る

の
で
来
年
は
、
不
動
の
チ
ー
ム

に
し
た
い
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
部
の
大
健
闘
を
讃
え
、
八

月
三
十
日

に
は
、
町
内
パ
レ
ー
 

ド
が
実
施
さ
れ
、
南
中
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
を
先
導
に
ジ
ー
プ
二
台
 
 

に
分
乗
し
た
豆
力
士
は
、
沿
道

か
ら
盛
ん
に
拍
手
や
声
援
が
送

ら
れ
る
と
、
テ
レ
な
が
ら
も
手

を
振
っ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
本
大
会
の
個
人
戦
で

は
、
沢
田
明
伸
君

（
五
年
）
が

百
五
十
七
名
の
参
加
し
た
個
人

戦
で
、
堂
々
三
位
に
入
賞
す
る

活
躍
を
見
せ
、
団
体
準
優
勝
に

花
を
添
え
ま
し
た
。
 

大
健
闘
し
た
選
手
は
次
の
通
り
。
 

▽
沢
田
明
伸

（
5
年
）
山
中
利

昭

（
6
年
）
山
中
幸
寿
（
5
年
）
 

原
田
治

（
同
）
吉
崎
孝
二

（
6
 

年
）
山
中
巧
（
同
）
。
 

お
め
で
と
う
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今
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嗣
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佳
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本
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お
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や
み
 

秋

元
 
ナ
ミ

（
8
2）
嘉
 
瀬

今
 

ナ
 
ル
（
8
1）
喜
良
市

傍
島
 

リ
 
ツ
（
8
6）
蒔
 
田

山

中
 
秀

雄
（
7
5）
嘉
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目
の
う
ち
に
出
場
し
ま
し
た
。
 

前
市
の
高
杉
小
と
対
戦
。

予
選
 

町内をパレードする豆力士 

喜
良
市

中
里
町

五
所
市

金
 
木

金
 
木

栃
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